
 

[資料] 1. 調査団員・氏名 

 

（１）．調査期間 平成14年9月9日～10月5日 

 氏  名 担  当  所   属 

１． 佐藤 仁彦 総   括  外務省 経済協力局  

無償資金協力課 

２． 後藤 暢二 技術参与  社団法人 北里研究所 生物製剤研究所 

部門長 

３． 黒澤 和寛 機材計画Ⅰ  (財)日本国際協力システム 業務第二部 

一般無償業務課 

４． 加藤 彰 機材計画Ⅱ  (財)日本国際協力システム 業務第二部 

一般無償業務課 

５． 野田 奈緒子 調達計画  (財)日本国際協力システム 業務第二部 

一般無償業務課 

６． 吉川 敦子 通訳  日本国際協力センター 

 

 

 

（2）．調査期間 平成15年5月6日～5月16日 

 氏  名 担  当  所   属 

１． 戸塚 真治 総   括  国際協力事業団 無償資金協力部 

業務第二課 

２． 黒澤 和寛 機材計画Ⅰ  (財)日本国際協力システム 業務第二部 

一般無償業務課 

３． 加藤 彰 機材計画Ⅱ  (財)日本国際協力システム 業務第二部 

一般無償業務課 

４． 野田 奈緒子 調達計画  (財)日本国際協力システム 業務第二部 

一般無償業務課 

５． 吉川 敦子 通訳  日本国際協力センター 

 

 
 
 
      



 

[資料] 2. 現地調査日程 

（１）．調査期間 平成14年9月9日～10月5日 

総括 技術参与 機材計画Ⅰ 通訳 機材計画Ⅱ 調達計画

1 9/9 月

成田(15:50発　CO-
006）→ヒューストン
(13:45着）　ヒューストン
（17:30発　CO-818）→
キト(22:35着）

2 9/10 火

午前：JOCV調整員事
務所表敬、日本大使館
表敬
午後：キト市アトゥクチョ
保健所視察

3 9/11 水
午前：保健省次官表
敬・協議、UNICEF
EPI担当　協議

4 9/12 木

午前：EPI課協議、ワク
チン倉庫視察（国・州レ
ベル）、PAHO表敬･協
議

5 9/13 金
PAHO活動説明、EPI
協議、UNICEF資料入
手

6 9/14 土
調達事情調査・資料整
理・団内打ち合わせ

7 9/15 日 官団員と同じ 団内打ち合わせ

8 9/16 月

9 9/17 火

保健省、ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ技
術協力団協議　　キト
（18:45発　EQ-320)
グアヤキル（19:30着）

保健省、
ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ技術協力団
協議

10 9/18 水
保健省保健ｻｰﾋﾞｽ課協
議、UNICEF情報収集

11 9/19 木

ピチンチャ州ｻﾌﾞ保健
センター視察（ﾙﾁｬ・ﾛ
ｽ・ﾎﾟﾌﾞﾚｽ、ｺﾉｺﾄ、ｱﾗﾝ
ｶﾞｼ）

12 9/20 金 保健省協議
キト(07:00発　CO-880)
→ニューヨーク(16:07
着）

13 9/21 土
午前：現地調査（EPI施
設視察）午後：団内打
ち合わせ

ニューヨーク(13:30発
JL-005）

14 9/22 日 団内打ち合わせ →成田（16:10着）

15 9/23 月
保健省協議、ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙ
ｸ技術協力団協議

16 9/24 火 ミニッツ協議

17 9/25 水

午前：ミニッツ署名
午後：JOCV調整員事
務所、  日本大使館報
告

午前：ミニッツ署名立会
い
午後：EPI課情報収集

18 9/26 木
キト(07:00発　CO-880)
→ニューヨーク(16:07
着）

保健省、EPI課情報収
集

19 9/27 金
ニューヨーク(13:30発
JL-005）

保健サービス課、EPI
課
情報収集

20 9/28 土 →成田（16:10着） 調達事情調査

21 9/29 日

22 9/30 月

23 10/1 火

24 10/2 水

25 10/3 木

26 10/4 金

27 10/5 土

No. 日付 曜日

ニューヨーク(12:15発　NH-009）

→成田（14:50着）

団内打ち合わせ

官団員と同じ

保健省情報収集

コトパクシ州　州保健局、州ワクチン倉庫、保健エリアワクチン倉庫、ｻﾌﾞ保健センター
視察

調達事情調査、JOCV調整員事務所、日本大使館報告

キト(07:00発　CO-880) ボゴタ経由　→ニューアーク（N.Y.)(16:07着）

コンサルタント団員

JOCV調整員事務所、日本大使館表敬、外務省国際協力庁（INECI)、アトゥクチョ保健所視察１６:００　UNICEF協議

国立衛生熱帯医学研究所　協議・現場調査

国立衛生熱帯医学研究所　協議・現場調査
グアヤキル（18:30発　EQ-320）→キト（19:15着）

保健省協議

午前：現地調査（EPI施設視察）午後：団内打ち合わせ

団内打ち合わせ

保健省協議、ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ技術協力団協議

ミニッツ協議

午前：ミニッツ署名立会い
午後：キト（14:45発　EQ-314）→グアヤキル(15:30着）
国立衛生熱帯医学研究所（設備調査）

国立衛生熱帯医学研究所（設備調査）

国立衛生熱帯医学研究所（設備調査）

国立衛生熱帯医学研究所（設備調査）
グアヤキル（13:45発　EQ-315）→キト（14:30着）、
団内打ち合わせ

キト（8:45発　EQ-305)　グアヤキル（9:30着）
国立衛生熱帯医学研究所　表敬・協議

成田(15:50発　CO-006）→ヒュース
トン(13:45着）　ヒューストン（17:30発
CO-818）→キト(22:35着）

団内打ち合わせ

官団員

成田(15:50発　CO-006）→ヒューストン(13:45
着）　ヒューストン（17:30発　CO-818）→キト
(22:35着）

午前：JOCV調整員事務所表敬、日
本大使館表敬
午後：キト市アトゥクチョ保健所視察

午前：保健省次官表敬・協議、
UNICEF　EPI担当　協議

午前：EPI課協議、ワクチン倉庫視察
（国・州レベル）、PAHO表敬･協議

PAHO活動説明、EPI協議、
UNICEF資料入手

調達事情調査・資料整理・団内打ち
合わせ



 

（2）．調査期間 平成 15 年 5 月 6 日～5 月 16 日 

 日付 曜日 行程 

1 5 月 6 日 （火） 
成田（15：55 発 CO-006）→ヒューストン（13：55 着） 

ヒューストン（17：20 発 CO-818）→キト（22：28 着） 

2 7 日 （水） 

10：00 大使館表敬(JOCV 調整員同席) 

11：30 外務省国際協力庁表敬 

午後 保健省協議（調査の概要説明） 

 

3 8 日 （木） 

保健省ＥＰＩ課協議 

キト（13：00 発 EQ-313）→グアヤキル（13：45 着） 

国立衛生熱帯医学研究所協議（調査の概要説明） 

4 9 日 （金） 国立衛生熱帯医学研究所協議（研究所視察） 

5 10 日 （土） 
国立衛生熱帯医学研究所工事関係打ち合わせ 

資料整理 

6 11 日 （日） 
国立衛生熱帯医学研究所見積もり収集、打ち合わせ 

グアヤキル発（16：00 発 EQ-192）キト着（16：45） 

7 12 日 （月） 農村保健サブセンター視察 （インバブラ州 Iluman、Zuleta)  

8 13 日 （火） 保健省協議（ミニッツ） 

9 14 日 （水） 

ミニッツ署名 

大使館報告（JOCV 調整員同席） 

キト発（23：05 CO-818）→ 

10 15 日 （木） ヒューストン着（05：25） ヒューストン発（10：40 CO- 007）→ 

11 16 日 （金） 成田着（14：20） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

資料 3.関係者（面会者）リスト 

（１）．調査期間 平成 14 年 9 月 9 日～10 月 5 日 
機関 職位 氏名 

次官 Dr. Carlos Cepeda   
次官顧問 国立衛生熱帯研究所

改革担当 
Dra. Patria Echenique  

国際協力部 部長 Mr. Luis Romo 
国際協力部 職員 Ms. Martha Noboa   
栄養課 課長 Dr. Julio Alvear Molina 
子ども班 職員 医師 Dra. Irlanda Ordonez 

保健省 

口腔課 課長 Dr. Dual Borja Freire 
課長 Dr. Nancy Vasconez   
課長代理 Dr.Grijarva  
職員 医師 Dr. Nelson Anibal Oquendo 

保健省 EPI 課 

職員 看護士 Ms. Jackeline Pinos 
課長 Dr. Patricio Ampudia Romero 
職員 医師 Dra. Elva Romero 
職員 医師 Dr. Jose Castro 

保健省 保健ｴﾘｱｻｰﾋﾞｽ課 

職員 医師 Dra. Elva Romero 
所長 Dr.Francisco H. Manrique 
人部門保健副部長 Dra. Elizabeth B. Estupinan 
教育室長 Dra. Cecilia Ampuero 
所長室コーディネーター兼顧問 Dra. Tania Mora 
微生物診断課長 Dra. Araceli A. Alprecht 
予防接種生産課長 Dra. Gladys A. Gonzalez 
予防接種管理課長 Dra. Leonor Suarez 
免疫化学ラボ長 Dra. Janette Rivero 
生化学ラボ長 Dra. Elva Camba 
ジフテリアトキソイドラボ長 Dra. Hugo Proano 
BCG ワクチンラボ長 Dra. Doris Alvarez 
百日咳ワクチンラボ長 Dra. Diana Cevallos 
破傷風トキソイドラボ長 Dra. Maira Garcia de Leon 
電子顕微鏡ラボ長 Dr. Gustavo Rubio Coronel 
電子顕微鏡ラボ顧問 Dr. Yasuji Amano 
狂犬病（人用・犬用）ﾜｸﾁﾝﾗﾎﾞ長 Dr. Ana Chavez Montero 
へび毒血清ラボ長 Dra. Dayse Jordan 

国立衛生熱帯医学研究所 

内部管理ラボ長 Dra. Jenny Navas 



 

技術課長 Ing. Jose Zambrano 国立衛生熱帯医学研究所 
技術助手 Sr. Carlos Rivas A. 

ピチンチャ州保健局 保健サービス長 Dr. Mario Pineiros 
ナショナルバンク 
（国レベルワクチン倉庫） 

業務担当 Mr. Gerardo Proano 

ピチンチャ州バンク 
（ピチンチャ州ワクチン倉庫） 

責任者 Ms. Agueda Arroyo 

ピチンチャ州 キト市  医師 Dra. Patricia Maggi  
アトゥクチョ保健所 医師 Dra. Rosa Goyes 
 看護助手 （薬剤） Ms. Martha Galarza 
 JOCV 隊員 保健師 木原智子 
ｷﾄ市ｺﾉｺﾄ農村保健ｻﾌﾞｾﾝﾀｰ(SCR) 医師 Dr. Favian Alvarez  
ｷﾄ市 ﾙﾁｬ・ﾛｽ・ﾎﾟﾌﾞﾚｽ SCR 医師 Dra. Jaquelin Uelez 
ｷﾄ市 ｱﾗﾝｶﾞｼ SCR 医師 Dr. Gonzales  
 看護助手 Ms. Teresa Salozar Norona 
コトパクシ州保健局 州保健局長 Dr. Fernando Mejia 
 技術次長 Guillermo Gamboa 
 EPI 調整官 Lic. Vilma Mena 
 州ﾜｸﾁﾝ倉庫担当者 Gallo Seballos 
保健エリア No.４ 保健ｴﾘｱﾜｸﾁﾝﾊﾞﾝｸ担当 Sonia Lopez 
 歯科助手 Silvia Villavicent 
Tanicuchi SCR 看護助手 Ema Cruz 
Canchagua SCR 農村医 Dra. Susana Baez 
 看護助手 Beti Falconi 
外務省 国際協力庁 日本担当 Mr. Juan Carlos Brivio 
ﾙｸｾﾝﾌﾞﾙｸ技術協力団 
ｴｸｱﾄﾞﾙ事務所 

代表 Mr. Paul Scheeck 

UNICEF エクアドル事務所 代表 安川 より子 
 保健担当官 予防接種 Dr. Juan Vasconez  
 アシスタント 栄養保健 Mr. Ivan Yerovi 
PAHO エクアドル事務所 代表 Mr. Diego Victoria Mejia 
 疾病コントロール担当官 Dr. Roberta S. Ontaneda 
MODERSA(WB プロジェクト) コーディネーター Dr. Fernando Torres Andrade 
日本大使館  伊藤参事官 
  中野書記官 
  芦沢書記官 
  釜坂派遣員 



 

JOCV 調整員事務所  高田調整員 
  高橋調整員 
 
（2）．調査期間 平成 15 年 5 月 6 日～5 月 16 日 

 
 
 

所属先 職 位 氏 名 
保健大臣 Dr. Francisco Andino 
保健総局長 Dr. Javier Carrillo Ubidia 
保健総局長代理 Dr. Marcos Loor 
国際関係部長 Dr. Mario Méndez M.  
国際関係部 Mr. Luis Romo 
保健エリア課長 Dr. Patricio Ampudia R. 
保健サービス長 Ms. Anita Huachi Espin 
国際関係部助手 Ms. Martha Noboa 
保健エリア課プロジェクト責任者 Dra. Judy Irigoyen V. 
EPI 調整役 Dr. Nancy Vásconez 
保健エリア課 Dr. Jose Castro 
管理部輸入担当 Ing. María Eugenia Aguirre 

保健省 

法律顧問 Dr. Patricio Guijarro 
所長室調整役 Dra. Tania Mori 
ワクチン製造課長 Dra. Gladys Alvarez de González 
免疫ラボ長 Dra. Janeth Rivero de Sánchez 
電子顕微鏡ラボ長 Dr. Gustavo Rubio C. 
INH 常任科学顧問 Dr. Yasuji Amano 
BCG 製造ラボ長 Dra. Doris Alvarez 

国立衛生熱帯医学研究所

(INH) 
 

ワクチン管理ラボ長 Dra. Sayuri Reyes García 
ｵﾀﾊﾞﾛ市ｻﾝ・ﾙｲｽ病院 技術副部長 Lic. Paul Proaño 

農村医 Dr. René Gordillo 
看護助手 Sra. Alicia Guerrero 

Iluman 
農村保健ｻﾌﾞｾﾝﾀｰ 

歯科医 Dra. Azucena Valenzuela 
看護助手 Sra. Lolena Quintana Zuleta 

農村保健ｻﾌﾞｾﾝﾀｰ JOCV 隊員 保健師 鈴木絵麻 
平松大使 日本大使館 
中野書記官 

JOCV 調整員事務所 大野調整員 

































































 

 [資料] 6．参考資料/入手資料リスト 
番号 名称 発行機関／形態 発行年

1 Ecuador: Basic Country Health 
Profiles, Summaries 1999 

汎アメリカ保健機関（PAHO） 
http://www.paho.org 

 

2 PROFILE OF THE HEALTH 
SERVICES SYSTEM OF ECUADOR

2nd edition 
汎アメリカ保健機関（PAHO） 

2001 年

3 CIA The World Fact Book 2001  
Country Profile 

CIA/文書 
 

2001 年

4 エクアドル経済社会の現状 第 4 版 APIC／図書 1993 年

5 各国・地域情勢（エクアドル） 外務省 
http://www.mofa.go.jp 

2002 年

6 ESTRUCTURA DE SERVICIOS E 
INDICADORES BASICOS DE 
SALUD PUBLICA DEL ECUADOR 

エクアドル保健省／図書 1999 年

7 SISTEMA REGIONALIZADO DE 
SERVICIOS DE SALUD Y 
CAPACIDAD RESOLUTIVA DE 
LAS UNIDADES DE SALUD 

エクアドル保健省／図書 1999 年

8 MANUAL DE ORGANIZACION Y 
FUNCIONAMIENTO DE LAS 
AREAS DE SALUD 

エクアドル保健省／図書 2000 年

9 Plan Nacional de Salud 2000-2005 エクアドル保健省／図書 1999 年

10 政府開発援助実績[エクアドル] 外務省 
http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/oda 

2002 年

11 ESTRUCTURA ORGANICA DEL 
INSTITUTO NACIONAL DEL 
HIGIENE Y MEDICINA TROPICAL 
“LEOPOLDO IZQUIETA PEREZ” 

Registro Oficial No. 670 1995 年

12 予防接種法（改定） エクアドル共和国国会（記録）／文書 2001 年

13 Ministerio de Salud Publica  
Presupuesto 2001-2002 

エクアドル保健省／文書 － 

14 コールドチェーン体制 エクアドル国保健省／質問回答 － 
15 予防接種スケジュール及び接種率 エクアドル国保健省／質問回答 － 
16 PROYECTO DE SALUD Y 

DESARROLLO LOCAL 
エクアドル国保健省／電子データ － 

17 ESTADO ACTUAL DE EQUIPOS 
MEDICOS 

エクアドル国保健省／インベントリ調査結果

（文書） 
2003 年

 



1 

[資料]７．国立衛生熱帯医学研究所向け機材 配置図 
 
１．機材表 

 
 
２．主な据付機材配置図 
 
 ３Ｆ ＢＣＧ室 
 パスボックス ×２ 

自動手洗い機 ×1 

無菌室化工事 
既存ｴｱｼｬﾜｰ 

アンプル充填･溶封機 
アンプル真空封印機改造ｾｯﾄ 

 3F  B1F

BCG 百日咳 混合室 ｼﾞﾌﾃﾘｱ 内部検査 破傷風 日本 ｴｸｱﾄﾞﾙ

アンプル充填・溶封機         1 1        ○

アンプル真空封印機改造セット         1 1        ○

自動手洗い機         1         2         2            1         2 8        ○

パスボックス         2         1         1         2         2 8        ○

エアシャワー         1         1         2         1 5        ○

ペリコンフィルターシステム         1         1 2        ○

ワクチン分注室無菌化ユニット※  (１)         1 1        ○

バイアル充填・封印機         1 1        ○

※　無菌化ユニットは、BCG室にも据付けられるが、2F混合室のユニットに含まれる。

機材名
据付区分

合計
 2F  1F



2 

２Ｆ 百日咳・混合室 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

内部検査

無菌室化工事 

エアシャワー ×２ 

パスボックス ×２ 

自動手洗い機 ×１ 

自動手洗い機 ×１ 

ﾊﾞｲｱﾙ充填･溶封機 



3 

１Ｆ ジフテリア・内部検査 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

エアシャワー ×２ 
 

パスボックス ×１ 
 パスボックス ×１ 

 

自動手洗い機 ×２ 
 

自動手洗い機 ×１ 
 

内部検査



4 

Ｂ１Ｆ 破傷風 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｴｱｼｬﾜｰ（３方向）×１

 

パスボックス ×１ 
 

パスボックス ×１ 
 

自動手洗い機 ×２ 
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